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   A case of malakoplakia which co-existed in the kidney and the urinary bladder is reported. 
The patient was a 51-year-old female who had been suffering from asymptomatic macroscopic hema-
turia. Cystoscopic examination revealed multiple yellow-red nodules in the posterior and lateral 
wall of the bladder. Transurethral punch biopsy of the mucosa was performed and histopathological 
examination of the specimens revealed the diagnosis of malakoplakia. The laboratory data at 
admission were within normal limits except for slightly accelerated erythrocyte sedimentation rate. 
The culture of urine was negative. The cytology of urine was interpreted as Papanicolaou class 
I. Intravenous pyelography demonstrated filling defect of the left upper renal calyx, which was 
confirmed by retrograde pyelography. Computerized tomography showed dilatation of the left upper 
calyx. An exploratory operation disclosed that the upper calyceal neck was obstructed by several 
small nodular lesions, which were very similar to the lesions in the bladder. Because intraoperative 
pathological diagnosis of the frozen section was malakoplakia, partial nephrectomy was performed. 
Histopathological examination of the kidney and the bladder showed typical Michaelis-Gutmann 
bodies in the granulomatous lesions. Follow-up examinations 4 months after operation revealed 
some residual lesions in the bladder which were treated with bethanechol, but no recurrence in 
the kidney. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 37: 169-173, 1991)
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緒 言
マ ラ コ プ ラ キ ア は病 理 組 織学 的Yom,Michelis-Gut-
mann小 体 を 有 す る組 織 球 の存 在 を 特徴 とす る慢 性
肉芽腫性炎症性疾患であり,病 因としては大腸菌感染
との関連が報告されている.本 症は膀胱を初めとする


















現症=身 長149.5cm,体 重53kg,血 圧130/70





d1,そ の他,肝 機能,腎 機能 に異 常を認めず.尿 検
査;淡 黄色清,比 重1.02,pH6.0,蛋 白陰性,糖 陰性.
沈査=RBC2～4/hpf,wBc6～8/hpf,扁平上皮5～























































病理組織学的所見:膀 胱の病変 も腎杯の病変 もほ
ぼ同様であ り,組 織のHE染 色では大型の組織球が
多数見られ,そ の細胞質にはヘマ トキシリンに淡 く染
色され る 円形封入 体であ るMichaelis-Gutmann





心円状の膜様構造物 からな るM-G小 体を認め た
(Fig.5).
術後経過:抗 生物質とブタネコールの内服にて経過







キアは自験例も含めて116例 が 本邦 で報告 され てい
る1-19).その うち男子38例,女 子78例 で,好 発年齢は,




が多く,つ いで排尿痛 ・頻尿の順であ り,と くに女子
では膿尿も高率に認め られている。





























































































治 療 法 症例数 消失 改善 不明
化 学 療 法 の み
TUR,TUCの み
Bethanecholの み
化 学 療 法+Bethanechol




膀 胱 部 分 切 除術














































え られ て い る25).ま た,M-G小 体 内 に大 腸 菌 の 抗 原 が
免 疫 組 織 学的 に 証 明 され26),マ ラ コプ ラ キ アの患 老 に
お い て単 核 球 機 能 上,大 腸菌 属 に 対 す る遊 走 能 お よび
貧 食 能 は正 常 だ が,殺 菌力 の低 下 を 認 め た との報 告 も
あ る27単 核 球 の機 能 低 下 は細 胞 内 のcyclic-GMPが
減 少 した た め,細 胞 内運 動 の中 心 で あ るmicrotubules
の 機 能 が低 下 した こ とに よる と考 え ら れ て い る.こ
の ため,cyclic-GMPの上 昇 を刺 激 す るcholiner-
gicagonist(bethanecholchloride)が,治療 薬 の
一 つ と して現 在 使用 され て い る28・29).
M-G小 体 は マ ラ コ プラ キ アに 特 異 的 に 認 め られ る
が,そ の病 期 に よ ってearlyphasc,fibrosingphase
で はM-G小 体 を み る こ とは稀 で,cIassicorgranu-
lomatousphaseに お い てtypicalに 出現 す る と考 え
られ て い る3の.
マ ラ コ プ ラキ アの 病 因 と して 大腸 菌 感染 の重 要 性 が
指 摘 され て い る.本 邦 報 告 例 に お け る尿培 養 で の 大 腸
菌 の検 出 率 は,尿 路 マ ラ コ プ ラキ ア(腎 ・尿 管 ・膀 胱
・尿 道 ・前立 腺)に 限 る と不 明33例 を 除 く76例 の うち
65例(85.5%)に 大 腸 菌 を 認 め て い る.自 験 例 に お い
て は 尿培 養 に て大 腸 菌 は 検 出 され て い ない が,膀 胱 炎
の既往歴があ り,陰 性例については病歴を検討するこ














腎マラコプラキアの本邦報告例5例 の うち1例 は剖
検例で,1例 は治療法不明で,残 る3例 の うち腎摘除





の1例 を報告した.腎 に対 しては腎部分切除術が,膀
胱に対 してはTUR.後 にbethanecho1投 与が行わ
れ,良 好な結果が得られた.
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